
 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しい年になりましたね。今年もどうぞ新東京BOOKSをよろしくお願いいたします。 

さて、今年最初は、毎年恒例『紅白本合戦』特集です。昨年売れた本を紅組(女性に売れた本)と白組(男性

に売れた本)に分けてご紹介します。 

 

新着図書 

『NHK ラジオ深夜便絶望名言』頭木弘樹他/著 

飛鳥新社 病気、事故、災害、あるいは、失恋、挫

折、そして孤独… 人生における受け入れがたい

現実に直面した時、人は絶望します。古今東西の

文豪たちも例外ではありません。絶

望に行き当たり、絶望を見つめ、絶

望の中で書き留められた珠玉の言

葉たち。本書では、そんな文豪・偉

人たちの「絶望に寄り添う言葉」か

ら生きるヒントを探します。 

『NHK ラジオ深夜便絶望名言 2』頭木弘樹他/著 

飛鳥新社 

『SPY×FAMILY16』遠藤達哉/作 集英社 

『日航 123 便墜落事件四十年の真実』青山透子/著 

河出書房新社 

 

『俺たちの箱根駅伝 上下』池井戸潤/著 文藝春

秋 古豪・明誠学院大学陸上競技部。箱根駅伝で

連覇したこともある名門の名も、今は昔。本選出

場を 2 年連続で逃したチーム、そして卒業を控え

た主将・青葉隼斗にとって、10 月の予選会が箱根

へのラストチャンスだ。故障を克服

し、渾身の走りを見せる隼斗に襲い

掛かるのは、「箱根の魔物」…。隼斗

は、明誠学院大学は、箱根路を走る

ことが出来るのか？ 

『婚活マエストロ』宮島未奈/著 文藝春秋 

『50歳の分岐点～差がつく「思秋期」の過ごし方』

和田秀樹/著 大和書房 50 歳は人生の分岐点だ。

体のなかでホルモンバランスが大変化を起こし、

心身ともに大きな影響を受ける。こ

の時期の過ごし方で、その先の人生

は全く違うものになるだろう。50 代

からの人生の後半戦を「がまん」し

ないで、思うままに生きる術！

 

 

新東京ＢＯＯＫＳ とは 

組合員の方がご利用できる図書室です。場所は組合事務所3階、ご利用の際に利用登録をしていただきま

す。小説や実用書、雑誌等を取り揃えていますので、ぜひご利用ください。 

ＳＴＢ通信 とは 

新東京 BOOKSから発行する図書便りです。年 4回発行。 

ＳＴＢ通 信  
2026 年冬号 



 

 

 

1 位 成瀬は天下を取りにいく 
「島崎、わたしはこの夏を西武に捧げようと思う」幼馴染の島崎みゆきにそう宣言したのは、中学二年生の

成瀬あかり。閉店を間近に控える西武百貨店に毎日通い、ローカル番組の中継に映るといいだした。さらに、

お笑いコンビ・ゼゼカラで M-1 に挑み、高校の入学式には坊主頭で現れ、目標は二百歳まで生きること。最

高の主人公の登場に、目が離せない！本屋大賞を受賞した圧巻の青春小説！ 

2 位 BUTTER 男たちの財産を奪い、殺害した容疑で逮捕された梶井真奈子。若くも美しくもない彼女が

なぜ－。週刊誌記者の町田里佳は親友の伶子の助言をもとに梶井の面会を取り付ける。フェミニストとマー

ガリンを嫌悪する梶井は、里佳に〈あること〉を命じる。その日以来、欲望に忠実な梶井の言動に触れるた

び、里佳の内面も外見も変貌し、伶子や恋人の誠らの運命をも変えてゆく。各紙誌絶賛の社会派長編。 

3 位 正欲 自分が想像できる“多様性”だけ礼賛して、秩序整えた気になって、そりゃ気持ちいいよな－。息

子が不登校になった検事・啓喜。初めての恋に気づく女子大生・八重子。ひとつの秘密を抱える契約社員・

夏月。ある事故死をきっかけに、それぞれの人生が重なり始める。だがその繋がりは、“多様性を尊重する時

代”にとって、ひどく不都合なものだった。読む前の自分には戻れない、気迫の長編小説。 

 

 

1 位 街とその不確かな壁（上・下） 
十七歳と十六歳の夏の夕暮れ、きみは川べりに腰を下ろし、“街”について語りだす－それが物語の始まりだ

った。高い壁と望楼に囲まれた遥か遠くの謎めいた街。そこに“本当のきみ”がいるという。〈古い夢〉が並ぶ

図書館、石造りの三つの橋、針のない時計台、金雀児（えにしだ）の葉、角笛と金色の獣たち。だが、その街

では人々は影を持たない…村上春樹が封印してきた「物語」の扉が、いま開かれる。 

2 位 ＃真相をお話しします 島育ちの仲良し小学生四人組。あの日「ゆーちゅーばー」になることを夢見た

僕らの末路は…（「♯拡散希望」）。マッチングアプリでパパ活。リモート飲み会と三角関係。中学受験と家庭

教師。精子提供と殺人鬼。日常に潜む「何かがおかしい」。その違和感にあなたは気づくことが出来るか。新

時代のミステリの旗手による、どんでん返しの五連撃。日本推理作家協会賞受賞作を含む、傑作短編集。 

3 位 百年の孤独 蜃気楼の村コマンドを開墾しながら、愛なき世界を生きる孤独な一族、その百年の物語。

錬金術に魅了される家長。いとこでもある妻とその子供たち。そしてどこからか到来する文明の印…。世界

的ベストセラーとなった 20 世紀文学屈指の傑作。 


